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原子炉建屋内における高温高圧配管破断/漏洩時の機器健全性評価のため、本システムに蒸気拡散評価機能を

整備した。この機能は GOTHIC コードを解析エンジンとし、溢水評価と共通のユーザインターフェースで蒸

気移行時の各室内温度・湿度トレンド評価を実現する。 
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1. 緒言  

内部溢水によるプラント機器健全性への影響評価の一環として、高温高圧配管破断/漏洩による原子力建屋に

おける高温蒸気伝播解析が必要とされている。従来、高温蒸気伝播解析には米国 EPRI により開発された汎用

熱流動解析コード GOTHIC が用いられており、このハンドリングには高度な操作スキルが要求される。これ

に対し、本開発では GOTHIC をシステム内に解析エンジンとして組み込み、更に解析入力ファイル作成及び

出力処理を自動化することで、ユーザが GOTHIC を意識することなく蒸気移行時における各区画内温度・湿

度トレンドを評価できる環境を実現する。これにより溢水評価と蒸気伝播評価をシームレスに実施すること

が可能となる。 

2. 高温蒸気伝播評価機能について  

本機能の評価プロセスを図 1 に示す。溢水評価ツールと共通のユ

ーザインターフェース、データベースに基づきシステムから入力

条件を受け取り、GOTHIC 入力ファイルを作成する。続いて、こ

の入力ファイルを用いて GOTHIC を実行し、解析結果をシステ

ム側に提供する。本機能は、一区画を一つのボリュームでモデル

化し、取扱い区画数の上限は 300 とする。各区画にはドア、ダク

ト等の蒸気流路、ヒートシンクとしての壁面、及び漏洩検知のた

めの熱電対を設定でき、ドアには順流/逆流開放差圧を設定でき

る。アウトプットはユーザが指定した解析対象区画の温度・湿度

トレンドであり、GOTHIC 実行に関するログ情報をシステム側に

提供する。 

3. まとめ  

内部溢水伝播評価システムに高温蒸気伝播評価機能を整備した。これは GOTHIC による蒸気伝播評価のハー

ドルを下げることのみならず、溢水評価と共通のデータベースを使用することで、双方の評価の一貫性を確

保することに繋がる。発電所内の区画条件は設備増強や工事等で変化する可能性が考えられるが、システム

で一括管理するデータを評価に用いる運用を実現することは、コンフィギュレーションマネジメントを強化

する意味で極めて重要な取り組みと言える。 
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図 1 高温蒸気伝播評価機能評価プロセス 
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